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【国際特許分類】
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成23年11月11日(2011.11.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　オクチル化／ブチル化ジフェニルアミン７４．４～７９．０質量％、フェノチアジン３
．０～３．６質量％及びオクタデシル（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシ
フェニル）－プロピオナート１８．０～２２．０質量％を含有し、その際酸化防止剤の全
質量は１００％である、液状酸化防止剤混合物。
【請求項２】
　オクチル化／ブチル化ジフェニルアミン７６．７質量％、フェノチアジン３．３質量％
及びオクタデシル（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）－プロピ
オナート２０．０質量％を含有する、請求項１記載の液状混合物。
【請求項３】
　４０℃で安定である、請求項１又は２記載の液状混合物。
【請求項４】
　オクチル化／ブチル化ジフェニルアミン８４．８～８７．５質量％、フェノチアジン３
．４～４．１質量％及びオクタデシル（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシ
フェニル）－プロピオナート９．１～１１．１質量％を含有し、その際酸化防止剤の全質
量は１００％である、液状酸化防止剤混合物。
【請求項５】
　オクチル化／ブチル化ジフェニルアミン８６．２質量％、フェノチアジン３．８質量％
及びオクタデシル（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）－プロピ
オナート１０．０質量％を含有する、請求項４記載の液状酸化防止剤混合物。
【請求項６】
　６０℃で安定である、請求項４又は５記載の液状酸化防止剤混合物。
【請求項７】
　オクチル化／ブチル化ジフェニルアミン８９．２～９１．２質量％、フェノチアジン３
．５～４．３質量％及びオクタデシル（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシ
フェニル）－プロピオナート５．３～６．５質量％を含有し、その際酸化防止剤の全質量
は１００％である、液状酸化防止剤混合物。
【請求項８】
　オクチル化／ブチル化ジフェニルアミン９０．３質量％、フェノチアジン３．９質量％
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及びオクタデシル（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）－プロピ
オナート５．８質量％を含有する、請求項７記載の液状酸化防止剤混合物。
【請求項９】
　６０℃で安定である、請求項７又は８記載の液状酸化防止剤混合物。
【請求項１０】
　オクタデシル（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）－プロピオ
ナートを、オクチル化／ブチル化ジフェニルアミン及びフェノチアジンの２つの成分の混
合物に添加し、撹拌し、かつ、場合によりこの混合物を加熱することを含む、液状酸化防
止剤混合物の製造方法。
【請求項１１】
　請求項１から９のいずれか１項記載の液状酸化防止剤混合物を組み込むか又は設けるこ
とを含む、ポリウレタン又はその前駆体を酸化、熱又は光により誘発される分解に対して
安定化する方法。
【請求項１２】
　酸化、熱又は光により誘発される分解に対してポリウレタン又はその前駆体を安定化す
るための請求項１から９のいずれか１項記載の液状酸化防止剤混合物の使用。
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